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大学教育の質的転換としてアクティブ･ラーニングの導入が強く求められています。大学の物理

講義で具体的にどのような手法をとれば，アクティブ･ラーニングを通して，学生の深い学びを助

けることができるのでしょうか。具体例を通して紹介します。 

 

１．はじめに 

 変化の激しい現代社会にあって，単に教えら

れたことを忠実に再現できるだけでなく，自ら

考え行動することによって変化に柔軟に対応

し，未来を切り開いていく能力が求められてい

ます。平成 24 年に大学教育の質的転換として

出された中教審答申１）は，まさにそのような

能力が世界的に求められている現在，日本の大

学教育の進む方向を問題にしたものでした。そ

の中で，教員の一方向的な情報伝達型の講義が

一般的な大学教育において，学習者主体の協働

的な「アクティブ・ラーニング」を進めること

の重要性が大きく取り上げられました。 

次期学習指導要領の柱として初等中等教育

でも重視されることになったアクティブ・ラー

ニング２）とは一体どんな指導方法なのでしょ

う。米国では，1990 年代からアクティブ・ラ

ーニングという言葉が高等教育に関して頻繁

に使われ始め３），今や多くの教育現場で，アク

ティブ・ラーニングを実現することは当然のこ

ととみなされています。 

２．アクティブ・ラーニングとは？ 

中教審答申の用語集２）には，アクティブ・

ラーニングとは「教員による一方向的な講義形

式の教育とは異なり，学修者の能動的な学修へ

の参加を取り入れた教授・学習法の総称」と定

義されています。「ペアで意見を交換する」こ

とや「グループで問題に取り組むこと」のよう

な協働的な活動形態を含めばアクティブ・ラー

ニングなのでしょうか。あるいはまた，一方向

的な講義形式でも，学習者が一生懸命に聴いて

考えを巡らしているならば，アクティブ・ラー

ニングと言えるのではないかという意見もあ

ります。アクティブ･ラーニングとは特定の指

導形態を指すのでしょうか。 

学校レベルを問わず，アクティブ・ラーニン

グへの移行は，「教えること」に関する捉え方

を根本的に変革することだと考えます。教員は

授業をするとき，教師が何をどのように教える

かに集中しがちです。しかし，アクティブ・ラ

ーニングとは，教師中心の「教授パラダイム」

から，学習者が何をどのように学ぶかに焦点を

当てる「学習パラダイム」への転換を意味しま

す４)。本講演では，筆者の米国での経験を踏ま

え，大学物理授業にアクティブ・ラーニングを

取り入れる手法を具体的に紹介します。また，

学生の深い学びを実現するために，教員がどの

ようなスタンスで，どのような手立てを講じる

ことが有効かを，実際の経験を通して考えます。 
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